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専修大学外国語教育研究室・CALL 教室開設 50 周年記念講演
人間−機械−言語−社会
講師：佐藤　良明（アメリカ文学者・放送大学教養学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成 27 年 1 月 24 日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：専修大学神田校舎 542 教室







































































































　　I have a dream that one day on the red hills of Georgia, 
　　the sons of former slaves and the sons of former slave owners 
　　will be able to sit down together at the table of brotherhood.











じたことがあります。ひと言で言えば，キーワードは connected。“I want to 
hold your hand” にせよ，“Please please me like I please you” にせよ，繋がり
の希求や喜び，繋がっていないことの不満を訴える歌が，デビュー時のビー
トル・ソングのほとんどを占めている。歌詞だけじゃありません。〈From 





































　　It’s funny how things keep disappearing here.
　高校生の私には，funny と strange が同じ意味だということも発見でしたし，


























日本で作られたこの英語の歌の詞のクレジットは，R. H. Rivers となってい
ますが，この人は日本人の「湯川れい子」さん。湯川を hot river と訳して，
Reiko Hot Rivers としゃれた。冗談みたいですが，そのくらい，洋楽への一
体化願望が英語との一体化願望とつながっていたともいえます。湯川さんが
見いだしたこの歌手は，イギリスから来たハーフです。エミー・ジャクソン，




































しかありません。これは 1920 年代のアパラチア地方の人が演奏している〈Old 













の放送でした。1967 年 6 月，高校 2 年のとき，学校に行く前に起きて見たの

































































































 2001.1  Wikipedia 登場 
 2001.3　  Mac OS X 登場 
 2001.10  Windows XP 登場
 2001.10  iPOD（合言葉は 1000 songs in your pocket)
 2002  google が動詞として使われた最初の年
 2004  Facebook アメリカの一部の大学に浸透
 2006.7  Twitter 登場
 2006.9  Facebook 世界中の 13 歳以上に開放




























































































　CALL から HALL へ。
「ホール」とは，Human-Assisted Language Lab。〈人間−機械−言語−社会〉
の全体が，巨大な保存情報を中心に巡りだした今，社会の中の人間が，機械
と結びついた人間の新言語活動を促進していくのか。ゲーム機やラインとな
かば一体化した子供たちの頭脳活動を，どうやって言語習得の場（hall）へ
と牽引していくのか。
 「ホール」とは，コンサートホールのような社会性を持つ場のこと。人々が
集まり，機械を通して，新しい言語で繋がりあう場を「ラングイッジ・ホール」
としてイメージしてみましょう。
　そこへ学生を引っぱってくるのは制度です。単位を出す大学という制度。
しかし「馬を井戸まで引いていくことはできるが，無理やり水を呑ませるこ
とはできない」という諺があります。どうやって学生に喉の渇きを生じさせ
るのか。それは半分，機械のソフトウェア（教材のプログラミング）の問題
でしょう。残りの半分は，やはり現場の教師のパフォーマンスに掛かってい
ると思います。いくらユーザー・フレンドリーな機械があったとしても，指
導者が学習者とのインターフェイスになって学習の進行を支援する人間の必
要性は減じません。その人は，必ずしも英語の達人でなくてよい。ただし，
機械と人間との縁をとりもち，ストレスを軽減しながら，ラボ教室──とい
うか言語と機械と人間が一体化した小社会としての HALL ──の効力を高
めていく能力は，必要です。それは DJ としての資質みたいなものでしょう
か？　だとしたら，英語がペラペラであるくらいの素養はあった方がいいの
でしょう。しかし HALL における教師の機能は，あくまで，全体のコーディ
ネーションです。
　［人間−機械−言語−社会］のシステム全体における私たちの機能は，機械
的なものであってはならない。人間的な応対性（responsibility） が，以前に
まして，必要になっています。
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付記：講演の文字起こしは専修大学経済学部国際経済学科 2 年の磯部歩さん
によるものです。本稿はそれに基づいて考えを整理した部分を含みま
す。記して謝意を表します。
※講演時に使用した図・画像・写真等は一部省略しています。
　
